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駿
人
君
、日
本
一
お
め
で
と
う
。私
は
も
と
よ

り
、
コ
ー
チ
や
ウ
ィ
ン
グ
ス
卒
業
生
も
う
れ
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
少
年
野
球
を
指

導
し
て
い
て
、中
学
・
高
校
と
野
球
を
続
け
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
ぁ
、そ
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
て

く
れ
る
の
が
夢
で
し
た
。そ
ん
な
夢
を
駿
人
君
は
、

日
本
一
ま
で
成
し
遂
げ
て
叶
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
な
く
前
橋
育
英
高
校
で
野
球
を
や

る
と
言
っ
た
と
き
は
さ
み
し
い
思
い
が
あ
り
ま

し
た
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
と
っ
て
活
躍
し
て
い

る
姿
を
見
る
と
素
晴
ら
し
い
監
督
、
仲
間
に
出

会
え
て
良
か
っ
た
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
後
進
の
指
導

を
し
て
欲
し
い
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
。

た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　

駿
人
君
、全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う
。毎
試

合
、手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
応
援
し
、中
学
時
代

か
ら
は
正
直
想
像
が
つ
か
な
い
ほ
ど
成
長
し
た

駿
人
君
を
見
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

中
学
の
頃
は
強
肩
の
捕
手
、
主
将
と
し
て

　

第
95
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大

会
に
お
い
て
、
前
橋
育
英
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
が
、
夏
の
甲
子
園
初
出
場
初
優
勝

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
前
橋
育
英
高
校
に
と
っ
て

は
甲
子
園
入
り
し
て
か
ら
既
に
６
試
合
目

と
な
る
決
勝
戦
。
１
点
を
リ
ー
ド
し
た
９

回
裏
、
最
後
の
打
者
を
三
振
に
抑
え
た
瞬

間
、
マ
ウ
ン
ド
に
駆
け
寄
る
選
手
た
ち

は
、
皆
人
差
し
指
を
大
空
に
掲
げ
全
国

３
９
５
７
校
の
頂
点
に
立
っ
た
喜
び
を
爆

発
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
輪
の
中
に
は
、

本
町
新
治
中
野
球
部
出
身
の
田
村
駿
人
選

手
（
３
年
／
新
巻
）
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
前
橋
育
英
高
校
の
快
挙
に
は
、

エ
ー
ス
の
高
橋
光
成
投
手
（
沼
田
市
利
根

町
出
身
）
の
好
投
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
田
村
選
手
の
２
本
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
と
得
点
に
つ
な
が
る
要
所
の

プ
レ
ー
な
ど
は
、
確
実
に
チ
ー
ム
の
優
勝

に
貢
献
し
た
立

役
者
の
１
人
で

あ
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

今
号
で
は
、

夏
の
甲
子
園
初

優
勝
を
成
し
遂

げ
た
田
村
駿
人

選
手
へ
の
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
ま
す
。

前
橋
育
英
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
（
３
年
）

田　

村　

駿は
や　

人と　
新
治
中
出
身
／
新
巻

夏
の
甲
子
園
優
勝

２
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
全
国
制
覇
に
貢
献

特集1

田
村
駿
人
選
手
へ
の

優
勝
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲県庁にて優勝報告をする田村駿人選手（写真提供／前橋育英高校）

　

小
学
生
か
ら
野
球
を
始
め
、新
治
中
野
球
部
で
は
捕
手

と
主
将
を
務
め
チ
ー
ム
の
中
心
を
担
う
。自
ら
県
内
強
豪

校
の
前
橋
育
英
高
校
硬
式
野
球
部
に
進
学
し
、持
ち
前
の

技
術
と
体
力
、精
神
力
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
し
活
躍
。

田
村
駿
人
選
手
が
所
属

し
た
少
年
野
球
チ
ー
ム

元
新
治
ウ
ィ
ン
グ
ス
の

指
導
者藤

島
貴
光
さ
ん

元
新
治
中
野
球
部
顧
問

内
田　

淳
教
諭

（
現
薄
根
中野

球
部
顧
問
）

注
目
の

ひ
と
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田
村
選
手
は
８
番
レ
フ
ト
で
先
発
出
場
。

２
回
に
三
塁
打
を
放
つ
な
ど
着
実
な
加
点

に
貢
献
し
、
終
始
前
橋
育
英
の
ペ
ー
ス
で

勝
利
し
決
勝
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

田
村
選
手
は
２
番
レ
フ
ト
で
先
発
出
場
。

優
勝
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
常
総
学
院

を
攻
略
で
き
ず
、
２
点
を
追
う
展
開
。
９

回
裏
の
攻
撃
も
、
２
ア
ウ
ト
ラ
ン
ナ
ー
な

し
で
誰
も
が「
こ
こ
ま
で
か
!?
」と
敗
戦
濃

厚
で
し
た
が
、
勝
利
の
女
神
は
前
橋
育
英

に
微
笑
み
ま
し
た
。
相
手
投
手
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
か
ら
奇
跡
の
同
点
劇
。
そ
し
て
延

長
10
回
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
こ
の
試
合
の

田
村
選
手
は
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ラ
ン
ナ
ー
を

進
塁
さ
せ
る
犠
打
を
決
め
る
な
ど
勝
利
に

つ
な
が
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

田
村
選
手

は
２
番
レ
フ

ト
で
先
発
出

場
。
相
手
は

春
夏
合
わ
せ

て
５
度
の
甲

子
園
優
勝
を

誇
る
横
浜
高

校
。
こ
の
試

合
は
初
回
か

　

田
村
選
手
は
８
番
レ
フ
ト
で
先
発
出
場
。

こ
の
試
合
は
、
田
村
選
手
の
強
烈
な
ゴ
ロ

が
相
手
内
野
手
の
失
策
を
誘
い
、
こ
の
間

に
先
取
点
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
１
点
が
決
勝
点
と
な
り
２
回
戦
を
勝

利
し
ま
し
た
。

　

田
村
選
手
は
８
番
レ
フ
ト
で
先
発
出
場
。

三
塁
打
を
放
つ
が
得
点
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
試
合
は
、
高
橋
投
手

が
13
奪
三
振
の
好
投
で
一
躍
注
目
選
手
と

な
り
ま
し
た
。

　

田
村
選
手
は
８
番
レ
フ
ト
で
先
発
出
場
。

４
回
裏
に
３
点
を
献
上
し
た
直
後
の
５
回

表
、
先
頭
の
田
村
選
手
が
左
越
え
本
塁
打

を
放
ち
１
点
を
返
し
、
前
橋
育
英
の
反
撃

の
起
点
と
な
り
、
こ
の
回
で
同
点
に
追
い

つ
き
ま
す
。
７
回
に
２
本
の
ヒ
ッ
ト
で
逆

転
を
す
る
と
、
こ
の
１
点
を
守
り
抜
き
全

国
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

特集1 夏の甲子園優勝　前橋育英高等学校 田村駿
はや

人
と

選手（新治中出身）

全
国
３
９
５
７
校
の
頂
点

夏
の
甲
子
園
優
勝
へ
の
軌
跡

ら
前
橋
育
英
ペ
ー
ス
で
試
合
が
進
み
、
特

に
４
回
の
攻
撃
で
は
、
工
藤
選
手
と
田
村

選
手
の
連
続
本
塁
打
で
着
実
に
得
点
を
重

ね
て
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
、
初
出
場
初
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

田
村
選
手
の
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
を
見
て
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
横
浜
高
校
戦
で

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
、と
て
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　

僕
ら
も
田
村
選
手
の
よ
う
に
甲
子
園
に
出
場

で
き
る
よ
う
な
良
い
選
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
前
橋
育
英
高
校
に
進
学
し
て
す
ぐ
の
１
年

生
大
会
で
捕
手
に
な
れ
ず
、
ま
た
、
故
障
し
た

と
の
話
も
あ
り
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
部
活
が
休
み
の
日
に
、
中
学
校
に
あ
い
さ

つ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
３

年
生
が
選
抜
で
甲
子
園
に
行
っ
た
話
を
し
た
と

き
、「
今
度
は
自
分
が
選
手
と
し
て
甲
子
園
に

行
く
の
で
、
そ
の
時
は
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
真

剣
な
顔
は
今
で
も
鮮
明
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
約
２
年
後
。
あ
の
時
の
言
葉
通
り

本
当
に
甲
子
園
出
場
、
さ
ら
に
優
勝
を
成
し
遂

げ
て
く
れ
ま
し
た
。お
そ
ら
く
た
く
さ
ん
の
努
力

を
積
み
重
ね
た
の
で
し
ょ
う
。
甲
子
園
の
ス
タ

ン
ド
か
ら
見
え
た
校
歌
を
歌
う
姿
は
本
当
に
格

好
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
前
橋
育
英
高

校
野
球
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
誰
か

ら
も
応
援
さ
れ
、そ
し
て
み
ん
な
を
元
気
に
で
き

る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲�優勝の瞬間。マウンドに集まる選手た
ちの様子

▼表彰式の前橋育英高校の選手たち

※甲子園の写真は「イワモト・フォト」より提供いただきました。

1回戦

決 勝

準々決勝

2回戦3回戦

準決勝

岩
国
商
（
山
口
県
）

　
　

０
０
０　
０
０
０　
０
０
０
│
０

　
　

０
０
０　
１
０
０　
０
０
×
│
１

前
橋
育
英

前
橋
育
英

　
　

０
０
０　
０
３
０　
１
０
０
│
４

　
　

０
０
０　
３
０
０　
０
０
０
│
３

延
岡
学
園
（
宮
崎
県
）

常
総
学
院
（
茨
城
県
）

　
　

０
２
０　
０
０
０　
０
０
０　
０
│
２

　
　

０
０
０　
０
０
０　
０
０
２　
1x
│
３

前
橋
育
英

前
橋
育
英

　
　

０
０
０　
０
１
０　
０
０
０
│
１

　
　

０
０
０　
０
０
０　
０
０
０
│
０

樟
南
（
鹿
児
島
県
）

前
橋
育
英

　
　

２
０
０　
２
０
１　
２
０
０
│
７

　
　

０
１
０　
０
０
０　
０
０
０
│
１

横
浜
（
神
奈
川
県
）

日
大
山
形
（
山
形
県
）

　
　

０
０
０　
０
０
１　
０
０
０
│
１

　
　

１
１
１　
０
０
０　
１
０
×
│
４

前
橋
育
英

現
新
治
中
野
球
部
の

主
将

岩
瀬
雄
大
さ
ん

（
２
年
）
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気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
、
地
震
、

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の

起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発

表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
今
後
は
、
こ
の
警
報
の
発

表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
豪
雨
や
大
津

波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険

性
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
、
新
た

に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
、
最
大
限
の

警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
運
用
開
始
以
降
も
、
警
報

や
注
意
報
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
発
表
さ

れ
ま
す
。
大
雨
等
に
お
い
て
は
、
時
間
を

追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
、

注
意
報
、
警
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
域
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
異
常
な
現
象
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
数
十
年
間
災
害
の
経
験
が

な
い
地
域
で
も
、
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
周
囲
の
状
況
や
市
町

村
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
指
示
・
避
難
勧

告
な
ど
の
情
報
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命

を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
や
、
平
成
23
年
台
風
第
12
号
に

よ
る
紀
伊
半
島
を
中
心
と
す
る
大
雨
で
は
、
極
め
て
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
お
い
て
気
象
庁
は
、
警
報
を
は
じ
め
と
す

る
防
災
情
報
に
よ
り
重
大
な
災
害
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
た
も

の
の
、
災
害
発
生
の
危
険
性
が
住
民
や
地
方
自
治
体
に
十
分
に

は
伝
わ
ら
ず
、
迅
速
な
避
難
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
例
が
あ
り

ま
し
た
。

　

気
象
庁
で
は
こ
の
事
実
を
重
く
受
け
止
め
、
大
規
模
な
災
害

の
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、
８
月
30
日
か

ら
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

命
を
守
る
た
め
に
。

覚
え
て
く
だ
さ
い『
特
別
警
報
』

特集2

『
特
別
警
報
』と
は
？

『
特
別
警
報
』が
発
表

さ
れ
た
ら
？

特
別
警
報
の

発
表
基
準
と
は
？

特
別
警
報
が
出
な
い
か
ら

と
い
っ
て
安
心
は
禁
物

●●●特別警報の発表基準●●●
現象の種類 基　　　準

大　雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予測され、もしくは数十
年に一度の強い台風や同程度の温帯低気圧による大雨になると予想される場合

暴　風
数十年に一度の強い台風や
同程度の温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合
高　潮 高潮になると予想される場合
波　浪 高波になると予想される場合

暴風雪 数十年に一度の強い台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想さ
れる場合

大　雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合
※表中の「数十年に一度」の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表。

特別警報に相当する過去の災害（津波・火山は除く）

気
象
等

H24 九州北部豪雨（大雨） 死者行方不明者32人
H23 台風12号（大雨） 死者行方不明者98人
S34 伊勢湾台風（大雨・暴風・波浪・高潮）死者行方不明者5,000人以上
S� 9 室戸台風（大雨・暴風・高潮・波浪） 死者行方不明者3,000人以上

地��

震

H23 東北地方太平洋沖地震 死者行方不明者
18,000人以上(津波を含む)

H20 岩手・宮城内陸地震 死者行方不明者23人
H19 新潟県中越沖地震 死者15人
H16 新潟県中越地震 死者68人
H� 7 兵庫県南部地震 死者行方不明者6,437人
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本
町
で
は
、
各
地
区
ご
と
に
住
民
の
皆

さ
ま
に
検
討
い
た
だ
い
た
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
順
次
配
付
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
届
き
ま
し
た
ら
、
も
う
一

度
ご
家
族
で
緊
急
時
の
対
応
を
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

特集2 命を守るために。覚えてください『特別警報』

命
を
守
る
た
め
に
情
報

収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

■災害から身を守るために（大雨の場合）

普段から…

雨が強くなると…

大雨が降り続くと…

さらに激しい
大雨が続くと…

普段から…

雨が強くなると…

大雨が降り続くと…

さらに激しい
大雨が続くと…

気象情報・空の変化に注意

ただちに命を守る行動をとる

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を
雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

自治体が発表する避難に関する情報に注意し、
必要に応じ速やかに避難

市町村からの避難勧告等に従い直ちに避難所に避難！
外出が危険なときは、家の中で少しでも安全な場所に移動

特別警報が
発表されていなくても
早め早めの行動を！

大雨になるおそれ
雨が降り出す

注意報

警報警報

非常事態非常事態

特別警報特別警報

• 周りより低い場所など、危険箇所を把握
• 避難場所や避難ルートを確かめておく

• 気象情報や外の様子に注意
• 非常用品や避難場所、避難ルートを確認
• 災害に備えて、家の外の備えを点検

「住居の位置」や「住居の構造」、「既に浸水が生じている
状況なのか否か」によって「自宅外避難」の必要性は異な
りますので、冷静な判断が重要です。災害から命を守る
ことができる行動を考えておきましょう。

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
『
特
別
警
報
』
は
、

役
場
や
報
道
機
関
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
伝

え
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
防
災
無
線
、
オ
フ
ト
ー
ク

な
ど
で
発
信
さ
れ
る
情
報
の
収
集
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　

消
防
・
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
（
２
５
）
５
０
０
２

インター
ネット

ラジオ

防災無線

広報車

気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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国
道
17
号
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
整
備
起
工
式

号
は
、
関
越
自
動
車
道
が
災
害
や
事
故
に

よ
り
通
行
止
め
に
な
っ
た
際
の
代
替
経
路

と
な
る
な
ど
、
物
流
や
住
民
生
活
に
不
可

欠
な
幹
線
道
路
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
現

行
の
道
交
法
の
規
定
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
を
積
ん
だ
危
険
物
積
載
車
両
は
、
延
長

５
㎞
以
上
の
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
を
通

行
で
き
な
い
た
め
、
本
県
と
新
潟
県
境
を

往
来
す
る
危
険
物
積
載
車
両
の
唯
一
の
通

行
可
能
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
道
路
で
あ
り
な
が

ら
、
三
国
ト
ン
ネ
ル
は
完
成
か
ら
50
年
以

上
経
過
し
、
ト
ン
ネ
ル
覆
工
の
劣
化
や
漏

水
な
ど
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

補
修
が
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
補
修
に

よ
り
内
面
断
面
が
縮
小
し
、
大
型
車
の
す

れ
違
い
も
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
な
対
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新

た
に
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る
こ
と

が
決
定
し
、
今
回
の
起
工
式
及
び
鍬
入
れ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
、
新
治
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
及
び
三
国
ト
ン
ネ
ル
新
潟
県
側
駐
車

場
に
お
い
て
、
国
道
17
号
新
三
国
ト
ン
ネ

ル
整
備
起
工
式
及
び
鍬
入
れ
が
両
県
知
事

を
は
じ
め
両
県
選
出
の
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
、
町
議
会
議
員
や
関
係
機
関
の
出

席
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
17
号
三
国
ト
ン
ネ
ル
は
、
関
東
と

日
本
海
側
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
の
中

で
、
特
に
三
国
峠
周
辺
の
険
し
い
自
然
環

境
の
中
を
安
全
に
通
行
可
能
に
す
る
た
め

建
設
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
32
年
12
月
に

完
成
し
34
年
６
月
に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
の
三
国
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
国
道
17

▼三国トンネル新潟県側の入口駐車場で開催された鍬入れ

◀群馬県側坑口イメージ 新潟県側坑口イメージ▶

▲�群馬・新潟両県知事を迎えて開催された新三国トンネル起工
式の様子
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８
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
、
町
の
将
来
を
担
う
中
学
２
年
生
46
名
が
、
タ
イ

王
国
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
『
ス
ワ
ン
・
ス
ナ
ン
ダ
・
ラ
ジ
ャ
ハ
ッ
ト
大
学
附
属
中
学

校
』
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の
『
バ
イ
ヨ
ン
ス
ク
ー
ル
』
２
つ
の
学
校
を

訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人　

国
際
協
力
機
構
）
バ
ン
コ
ク
事
務
所
を
訪
問
し
、

日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
国
際
協
力
の
現
状
や
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
在
タ
イ
日
本
国
大
使
館
に
も
訪
問
し
、
大
使
館
の
業

務
や
タ
イ
王
国
と
日
本
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

歴
史
や
文
化
の
面
で
は
、
タ
イ
王
国
の
美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
、
世
界
遺
産
で
あ
る

ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
な
ど
を
見
学
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

経
済
発
展
す
る
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
と
復
興
途
上
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と
い
う
２
つ
の

ア
ジ
ア
の
国
を
訪
問
し
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
日
本
の
生
活
で
は
想
像
で
き
な
い
発

展
途
上
国
の
現
状
を
見
て
、「
自
分
た
ち
が
今
、
何
を
す
る
べ
き
か
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
訪
問
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
実
際
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
変

貴
重
な
体
験
で
、「
外
国
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
に
は
、
も
っ
と
英

語
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

７
月
28
日
、
矢
瀬
親
水
公
園
に
お
い
て
、
み

な
か
み
町
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

（
原
澤
充
俊
会
長
）
に
よ
る
「
川
と
遊
ぼ
う
！
」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の
川
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
月
夜
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
利
根

漁
協
月
夜
野
支
部
の
協
力
で
行
わ
れ
、
約
50
人

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
矢
瀬
親
水
公
園
内
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
っ
た
の
ち
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
や
マ
ス

釣
り
教
室
に
参
加
し
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
魚
を
追
い
、
楽
し
い
夏
休
み
の
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
道
の
駅
水
紀
行
館
の
親
水
公
園

に
お
い
て
、
親
子
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
教
室
が

開
催
さ
れ
、
約
45
人
の
親
子
が
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

で
利
根
川
の
魅
力
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
水

に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
親
子
で
自
然

体
験
活
動
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
地
元
の

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
業
者
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
パ
ド
ル
の
動
か
し
方
や
川
に
落

ち
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
、
安
全
対
策
を
ガ
イ

ド
か
ら
教
わ
っ
た
の
ち
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み

急
流
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

タ
イ
王
国
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
を
訪
問

み
な
か
み
町
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
の
親
子
が
楽
し
み
ま
し
た

▲�スワン・スナンダ・ラジャハット大学附属中の
生徒との記念写真

▲バイヨンスクールの生徒との記念写真

▲アンコール遺跡群を見学

★
川
と
遊
ぼ
う
イ
ベ
ン
ト

★
親
子
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
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第
３
回
み
な
か
み
町
サ
マ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

県
高
校
生
徒
研
究
発
表
会

利
根
商
高
が「
た
く
み
の
里
紹
介
ア
プ
リ
」で

最
優
秀
賞　

少
年
の
主
張
利
根
沼
田
大
会

月
夜
野
中
の
深
津
里
佳
さ
ん（
３
年
）が
最
優
秀
賞

中
国
弓
道
友
好
訪
日
団
と
の
交
流

　

８
月
25
日
、
月
夜
野
緑
地
施
設
内
運
動
広

場
に
お
い
て
、
第
３
回
み
な
か
み
町
サ
マ
ー

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
24
チ
ー
ム

総
勢
１
７
０
人
の
選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
の
部

優　

勝　

頑
張
れ
股
抜
き　

準
優
勝　

月
夜
野
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
み
な
か
み
町
）

第
３
位　

リ
レ
イ
テ
ッ
ド
（
み
な
か
み
町
）

◎
中
学
・
女
子
の
部

優　

勝　

片
品
中
Ａ

準
優
勝　

自
称
利
根
沼
田
選
抜

第
３
位　

薄
根
中
サ
ッ
カ
ー
部

　

８
月
25
日
、
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
県
高
校
生
徒
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
県
内
商
業
系
高
校
生
が
参

加
し
観
光
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
研
究
テ
ー
マ

を
発
表
す
る
も
の
で
、
利
根
商
高
の
た
く
み
の

里
を
紹
介
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ

開
発
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
利
根
商
高
を
含

む
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
11
月
に
太
田
市
で
開
催

す
る
産
業
教
育
フ
ェ
ア
で
発
表
を
し
ま
す
。

し
た
。

　

少
年
の
主
張
は
、
日
常
生
活
を
通
し

て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
を
発
表
し
、
少
年
に
対
す
る
理
解
や

認
識
を
深
め
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動

の
一
助
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
利
根
沼
田
管
内
中
学
校

の
代
表
者
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
、
第
35
回
少
年
の
主
張
利
根
沼
田
地
区
大
会
が
川
場
村
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
、
深
津
里
佳
さ
ん
（
月
夜
野
中
３
年
）
が
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

深
津
さ
ん
は
「
幸
せ
の
定
義
」
と
題
し
て
、
昨
年
夏
の
海
外
派
遣
事
業
で
訪
れ
た
タ
イ

の
現
状
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の
幸
せ
と
い
う
概
念
が
大
き
く
変
わ
っ
た
体
験
を
発
表
し
ま

　

８
月
30
日
～
９
月
１
日
に
か
け
て
、
中
国
珠

海
市
「
北
京
師
範
大
学
珠
海
分
校
・
聯
合
国
際

学
院
弓
道
部
」
19
名
に
よ
る
弓
道
友
好
訪
日
団

が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
同
学
院
弓
道
部
の

訪
日
で
は
、
初
日
に
み
な
か
み
町
弓
道
協
会
と

利
根
商
高
弓
道
部
と
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
合
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
町
内
で
座
禅
や
茶
道
、
そ
ば

打
ち
な
ど
の
日
本
文
化
の
体
験
に
取
り
組
ん
だ

ほ
か
、
日
本
の
福
祉
制
度
の
勉
強
と
し
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
西
嶺
の
郷
」
を
視
察
し
、

入
居
者
の
前
で
日
本
の
歌
を
合
唱
す
る
な
ど
貴

重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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地域の話題

敬
老
者
を
訪
問
し
て
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た

　

８
月
25
日
、
藤
原
湖
運
動
広
場
を
メ
ー

ン
会
場
に
、
藤
原
ダ
ム
完
成
記
念
第
56
回

デ
サ
ン
ト
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
、

昨
年
度
を
上
ま
わ
る
総
勢
１
，
７
１
４
人

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
岸
町
長
の
ス
タ
ー
ト
合
図

で
一
斉
に
駆
け
出
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

各
々
の
ペ
ー
ス
で
夏
の
藤
原
湖
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

各
種
目
の
優
勝
者
及
び
町
内
入
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
小
学
生
男
子
４
年
生
以
上
の
部（
３
㎞
）

優　

勝　

三
井
航
志
（
長
野
県
）

■
小
学
生
女
子
４
年
生
以
上
の
部（
３
㎞
）

優　

勝　

石
田
里
菜
（
高
崎
市
）

■
中
学
生
男
子
の
部
（
５
㎞
）

優　

勝　

星
野
元
気
（
沼
田
南
中
）

■
中
学
生
女
子
の
部
（
５
㎞
）

優　

勝　

滝
沢
菜
絵（
長
野
県
川
中
島
中
）

■
男
子
15
歳
以
上
の
部
（
５
㎞
）

優　

勝　

渋
谷
昂
太
（
埼
玉
県
）

■
女
子
15
歳
以
上
の
部
（
５
㎞
）

優　

勝　

浅
水
直
美
（
埼
玉
県
）

第
３
位　

高
橋
美
空
（
利
根
商
高
）

第
４
位　

伊
藤
綾
美
（
利
根
商
高
）

■
男
子
15
～
29
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

小
磯
秀
治
（
埼
玉
県
）

■
男
子
30
～
39
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

藤
井
貴
紀
（
高
崎
市
）

■
男
子
40
～
49
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

津
島　

亨
（
埼
玉
県
）

■
男
子
50
～
59
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

小
池
一
浩
（
新
潟
県
）

第
３
位　

桜
井
正
宏（
み
な
か
み
町
役
場
）

■
男
子
60
歳
以
上
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

金
子　

昇
（
埼
玉
県
）

■
女
子
15
～
39
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

三
輪
恵
理
香
（
埼
玉
県
）

第
３
位　

高
橋
夕
香
理
（
利
根
商
高
）

■
女
子
40
～
49
歳
の
部
（
15
㎞
）

優　

勝　

宮
崎
秀
子
（
榛
東
村
）

■
女
子
50
歳
以
上
の
部

優　

勝　

平
川
裕
子
（
千
葉
県
）

　

９
月
17
日
、
敬
老
の
日
の
祝
賀
行
事
と

し
て
、
今
年
度
99
歳
、
１
０
０
歳
に
な
ら

れ
る
敬
老
者
22
人
の
皆
様
に
慶
祝
訪
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
岸
町
長
、
鬼
頭
副
町
長
両
名
が

敬
老
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言

葉
と
共
に
慶
祝
状
、
敬
老
祝
金
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
「
喜
寿
」・「
傘
寿
」・「
米

寿
」・「
卒
寿
」
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
に
も
、

９
月
４
日
、
５
日
、
11
日
、
12
日
に
町
か

ら
関
係
職
員
が
訪
問
し
、
敬
老
祝
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

健
康
に
充
分
ご
留
意
さ
れ
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

■
百
寿
（
１
０
０
歳
）
６
人

　

鹿
野

や
う　

さ
ん
（
上
組
）

　

伊
能　

つ
る　

さ
ん　
（
上
区
）

　

石
坂　


ん　

さ
ん　
（
小
和
知
）

　

澤
田　

正
二　

さ
ん　
（
石
倉
）

　

細
矢　

た
け　

さ
ん　
（
湯
宿
温
泉
）

　

本
多　

鋪
次　

さ
ん　
（
下
羽
場
）

■
白
寿
（
99
歳
）
16
人

　

阿
部　


く　

さ
ん　
（
後
閑
）

　

櫛
渕　

信
子　

さ
ん　
（
〃
）

　

池
田　

正
雄　

さ
ん　
（
下
牧
）

　

原
澤
と
よ
子　

さ
ん　
（
上
組
）

　

髙
橋
光
三
郎　

さ
ん　
（
中
村
）

　

水
谷　
　

文　

さ
ん　
（
湯
原
）

　

笛
木


代　

さ
ん　
（
吹
路
）

　

阿
部
ま
つ
の　

さ
ん　
（
猿
ヶ
京
温
泉
）

　

林　

マ
サ
子　

さ
ん　
（
赤
谷
）

　

林　
　

清
衞　

さ
ん
（
相
俣
）

　

星
野　

も
り　

さ
ん　
（
〃
）

　

飛
田　

ま
さ　

さ
ん　
（
入
須
川
）

　

青
木
カ
メ
ノ　

さ
ん　
（
新
巻
）

　

本
多　

も
と　

さ
ん　
（
下
羽
場
）

　

根
津　

ク
ラ　

さ
ん
（
〃
）

　

原
澤
う
た
江　

さ
ん　
（
師
田
）

▲石坂んさんを訪問した際の様子

▲15㎞コースに参加したランナーたち

第
56
回
デ
サ
ン
ト
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン
開
催

■
卒
寿
（
90
歳
）

１
１
８
人

■
米
寿
（
88
歳
）

１
８
８
人

■
傘
寿
（
80
歳
）

２
５
７
人

■
喜
寿
（
77
歳
）

２
７
７
人
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猿
ヶ
京
温
泉

赤
谷
湖
上
花
火
大
会

「
お
い
で
ま
つ
り
」を

盛
大
に
開
催

　

８
月
24
日
、
７
回
目
を
迎
え
た
猿
ヶ
京
温
泉

赤
谷
湖
上
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昼
と
夜
の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
は
、
昼
の
部
で
は
地
元
の
太
鼓
や
新

治
中
吹
奏
楽
部
、
利
根
商
高
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
な
ど

の
演
奏
な
ど
を
中
心
に
、
Ｇ

−

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
赤
谷
湖

上
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

観
覧
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
祭
り
広
場
で
は
盛
大
に
盆
踊
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
～
８
日
の
２
日
間
、
湯
原
温
泉
街

を
中
心
に
お
い
で
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
お
い
で
踊
り
で
は
、
11
チ
ー
ム
総
勢

２
６
７
人
が
参
加
し
、「
お
い
で
や
お
い
で
」
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
踊
り
で
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

８
日
の
御
輿
渡
御
で
は
、
Ｊ
Ｒ
水
上
駅
前
広

場
に
集
結
し
た
10
基
の
御
輿
が
、
威
勢
の
良
い

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
練
り
歩
く
と
、
駅
を
利
用

す
る
観
光
客
も
足
を
止
め
手
拍
子
を
送
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
御
輿
は
湯
原
温
泉

街
へ
と
渡
御
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
夏
の
最
後

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
や
幼
・
保
育
園
、こ
ど
も
園
で運

動
会
が
開
催

　

９
月
13
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
町
内

の
各
小
中
学
校
や
幼
保
育
園
、
こ
ど
も
園

な
ど
で
秋
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
、
観
客
席
か
ら
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
、
幼
保
育
園
、
こ
ど
も
園
の

運
動
会
の
様
子
は
次
号
（
11
月
号
）
で
紹

介
し
ま
す
。

【
新
治
中
運
動
会
】

【
月
夜
野
中
運
動
会
】

【
藤
原
小
・
中
／
第
三
保
育
園
運
動
会
】

【
水
上
中
運
動
会
】
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地域の話題

幼
稚
園
開
放
事
業

夏
休
み「
み
ん
な
の
広
場
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流

『
夏
休
み

水
の
ふ
る
さ
と
体
験
』

　

幼
稚
園
の
夏
休
み
に
、
月
夜
野
幼
稚
園
、

下
牧
分
園
、
月
夜
野
北
幼
稚
園
に
お
い
て
、

幼
稚
園
開
放
事
業
「
夏
休
み
『
み
ん
な
の
広

場
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
主
に
就
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
施
設
を
開

放
し
、
プ
ー
ル
遊
び
や
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
、
工
作
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

親
子
で
楽
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
19
日
間
開
催

し
延
べ
６
８
５
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
親
子
で
楽
し
め
ま
し
た
」

と
好
評
で
し
た
。

　

８
月
22
～
23
日
、
本
県
と
東
京
都
で
つ
く

る
利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業
実
行
委
員

会
に
よ
る
、「
夏
休
み
水
の
ふ
る
さ
と
体
験

会
」
が
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
県
の
親
子
と
東
京
都
内

の
親
子
80
人
が
参
加
し
、
映
像
や
実
験
な
ど

を
通
し
て
、
水
道
の
仕
組
み
を
学
習
し
た
り
、

利
根
川
上
流
域
の
ダ
ム
を
見
学
す
る
な
ど
し

て
、
水
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深

め
る
も
の
で
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

がんばれ！未来のトップアスリート！
【今月は月夜野柔道教室の紹介です】

代表者からのメッセージ

■
単
位
団
名

　

月
夜
野
柔
道
教
室

■
団
員
数　

６
人
（
平
成
25
年
９
月
現
在
）

■
練
習
場
所

　

月
夜
野
総
合
体
育
館

■
練
習
日
時

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

代
表　

林　

克
彦

　

☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ�

（
６
２
）
６
８
１
１

※
広
報
み
な
か
み
11
月
号
か
ら
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
「
わ
れ
ら
元
気
サ
ー
ク
ル
！
仲
間

に
入
り
ま
せ
ん
か
？
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
、
チ
ー
ム
、

文
化
団
体
な
ど
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
共
に
仲
間
を
広
く
募
集
す
る
掲
載
企
画
を

計
画
中
で
す
。
た
だ
今
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
み

な
か
み
９
月
号
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
合
政
策
課
企
画
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課
企
画
グ
ル
ー
プ　

☎
（
２
５
）
５
０
０
１

　月夜野柔道教室では、毎週金曜日午後７時から月夜野総合体育館で練習を行って
います。柔道は「礼に始まり、礼に終わる」とする、礼儀を大切にするスポーツです。
心技体を鍛えるとともに、礼儀をしっかり教え、子どもの豊かな心を育むため活動
しています。
　当教室は指導者が充実しており、勝つことはもとより、有事の際自分の身を守る
ための技や受け身を丁寧に教えています。幼児から中学生まで随時団員を募集して
います。ぜひ一度練習を見学に来てください。お待ちしています。

20
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民間路線バス利用促進割引事業

平　成
24年度決算
平成24年度一般会計および特別会計の
決算が9月定例議会で認定されました。

子どもの遊び場整備事業
事業費／2,724万5千円 事業費／3,531万2千円

平
成
24
年
度　

主
な
事
業

◇
一
般
会
計
の
決
算
状
況　
（
単
位
：
千
円
・
％
）

　町内バス路線で使用できる「みなかみバス
カード」を作成
し、平成24年
8月から、1枚2
千円で販売を開
始しました。

　子育て環境の向上のため、矢瀬親水公園の老朽化
したローラースラ
イダーを撤去し、
新たに安全性の高
い大型遊具を設置
しました。

写真＝矢瀬親水公園に
設置された大型遊具

写真＝みなかみ
バスカード

○歳入
区　　　　　　　分 金　　　額 構成比

町 税 3,765,527 25.9
地 方 譲 与 税 204,080 1.4
利 子 割 交 付 金 3,963 0.0
配 当 割 交 付 金 3,421 0.0
株式等譲渡所得割交付金 1,051 0.0
地 方 消 費 税 交 付 金 204,342 1.4
ゴルフ場利用税交付金 22,390 0.2
自 動 車取得税交付金 65,310 0.5
地 方 特 例 交 付 金 4,257 0.0
地 方 交 付 税 5,364,819 36.9
交通安全対策特別交付金 4,818 0.0
分 担 金 及 び 負 担 金 196,005 1.3
使 用 料 及 び 手 数 料 263,296 1.8
国 庫 支 出 金 697,194 4.8
県 支 出 金 1,015,284 7.0
財 産 収 入 86,518 0.6
寄 附 金 9,366 0.1
繰 入 金 286,015 2.0
繰 越 金 491,504 3.4
諸 収 入 155,644 1.1
町 債 1,691,200 11.6
合　　　　　　　計 14,536,004 100.0

○歳出（目的別）
区　　　　　　　分 金　　　額 構成比

議 会 費 106,975 0.8
総 務 費 1,607,960 11.8
民 生 費 2,289,333 16.8
衛 生 費 1,185,233 8.7
労 働 費 16,114 0.1
農 林 水 産 業 費 1,109,731 8.1
商 工 費 464,129 3.4
土 木 費 1,816,652 13.3
消 防 費 497,977 3.7
教 育 費 1,531,424 11.2
災 害 復 旧 費 62,620 0.5
公 債 費 2,622,437 19.2
諸 支 出 金 330,625 2.4
合　　　　　　　計 13,641,210 100.0

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

１
４
５
億
３
，
６
０
０
万
４
千
円
、
歳
出
総
額

は
１
３
６
億
４
，
１
２
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、前
年
度
に
比
べ
、２
億
５
，

４
９
５
万
３
千
円
増
加
し
、
地
方
交
付
税
が

１
億
４
，
０
５
６
万
２
千
円
、
県
支
出
金
が

１
億
３
，６
５
８
万
３
千
円
、繰
入
金
が
２
億
６
，

４
７
５
万
３
千
円
の
増
加
と
な
り
、
町
税
が
７
，

８
７
２
万
５
千
円
、
国
庫
支
出
金
が
２
億
７
，

８
６
２
万
４
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
３
億
１
６
６
万

３
千
円
増
加
し
、
農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
、

農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業
な
ど
に
よ

り
２
億
１
６
０
万
６
千
円
、
公
債
費
に
お
い
て

は
、
群
馬
県
貸
付
金
の
全
額
に
つ
い
て
、
繰
上

償
還
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
２
億
８
，
１

６
４
万
４
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◇一般会計基金残高（平成24年度末現在
　� 単位：千円　 ）

積　　　立　　　基　　　金 金　　額
財 政 調 整 基 金 3,431,753
減 債 基 金 433,051
地 域 福 祉 基 金 89,612
ふ る さ と 農 村 活 性 化 基 金 16,964
教 育 環 境 整 備 基 金 11,066
特 殊 車 等 維 持 購 入 基 金 32,142
高 畠 牧 場 災 害 防 止 等 整 備 基 金 34,295
奧利根アメニティパーク維持管理基金 38,783
地 場 産 業 振 興 基 金 13,510
公 共 施 設 管 理 基 金 560,121
スポーツ・健康まちづくり振興基金 30,015
国 際 化 政 策 基 金 22,000
有 害 鳥 獣 対 策 基 金 66,050
み な か み・ 水・「 環 境 力 」 基 金 6,807
合 併 振 興 基 金 1,743,182
自 家 用 有 償 バ ス 運 行 基 金 808
猿 ヶ 京 温 泉 給 湯 施 設 基 金 78,694

合　　　　　　　　　計 6,608,853
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役場からの情報

農業体質強化基盤整備促進事業 集会施設整備事業
事業費／1億2,107万6千円 事業費／1億3,470万8千円

　収穫の安定化、集落内の往来の安全性の確保な
どのため、5地区の
農道整備及び2地区
の排水路整備を行
い、4路線の農道が
完成しました。

　平成23年度に開始した町組集会施設整備は、24年度
の1億1,273万1千円の整備により完成しました。また、

うららの郷集会施設は、
24年度に2,197万7千
円の整備となり、25
年度完成の予定です。

写真＝町組集会施設
（月夜野会館）

写真＝下牧地区に整備
された農道（Ｌ＝458ｍ）

◇特別会計基金残高
（平成24年度末現在　単位：千円）

積　　　立　　　基　　　金 金　　　額
国 民 健 康 保 険 基 金 301,295
介 護 給 付 費 準 備 基 金 132,600

◇起債残高
（平成24年度末現在　単位：千円）

区　　　　　　　　　　分 金　　　額
一 般 会 計 15,326,817
下 水 道 事 業 特 別 会 計 5,135,745
水 道 事 業 会 計 1,715,376

合　　　　　　　　　　計 22,177,938

◇特別会計の決算状況　（単位：千円）
区　　　　　　　　　　分

金　　　　　　額

歳入総額 歳出総額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,232,545 2,788,980

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 268,301 249,813

介 護 保 険 特 別 会 計 2,009,117 1,970,107

下 水 道 事 業 特 別 会 計 996,476 970,546

水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支 455,757 420,996

資 本 的 収 支 244,176 436,771

※�水道事業会計の資本的収支の不足額192,595千円は、当
年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額4,641千
円、過年度分損益勘定留保資金187,954千円で補てんし
ました。

◇健全化判断比率及び資金不足比率の状況　（単位：％）

区　　　　分 平成19年度
決　算

平成20年度
決　算

平成21年度
決　算

平成22年度
決　算

平成23年度
決　算

平成24年度
決　算

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 実質赤字額
な　し

実質赤字額
な　し

実質赤字額
な　し

実質赤字額
な　し

実質赤字額
な　し

実質赤字額
な　し

連結実質赤字
比　率

連結実質
赤字額なし

連結実質
赤字額なし

連結実質
赤字額なし

連結実質
赤字額なし

連結実質
赤字額なし

連結実質
赤字額なし

実質公債費比率 19.9 18.2 17.2 15.4 14.8 14.4
将来負担比率 121.4 119.8 100.3 75.6 56.3 44.6

資金不足比率 10.6
（水道事業会計）

資金不足額
な　し

資金不足額
な　し

資金不足額
な　し

資金不足額
な　し

資金不足額
な　し

　平成21年4月1日から「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が全面施行され、地方公共団体の財政状況
を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断する財政指標として、「健全化判断比率」が定められて
います。
　本町は、人件費の削減や起債の繰上償還などの財政健全化の推進により、健全化判断比率は年々低下し、改善
傾向にあります。
　しかし、他市町村と比較すると、公表されている平成23年度の実質公債費比率では、全国市町村平均が9.9％、
県内市町村平均が9.6％で、本町が14.8％ですので全国及び県内平均を上回った比率となっています。将来負担比
率では、全国市町村平均が69.2％、県内市町村平均が54.4％で、本町が56.3％ですので県内平均を上回った比率
となっています。
　以上のことから、今後も改善に向けた取り組みが必要となっている状況です。

実質赤字比率　　：一般会計等に生じている赤字の大きさを、町の財政規模に対する割合で表したものです。
連結実質赤字比率：全会計に生じている赤字の大きさを、町の財政規模に対する割合で表したものです。
実質公債費比率　：借入金の返済額の大きさを、町の財政規模に対する割合で表したものです。
将来負担比率　　：借入金など現在抱えている負債の大きさを、町の財政規模に対する割合で表したものです。
資金不足比率　　：公営企業の資金不足を、その事業規模と比較し、経営状態の悪化の度合いを表したものです。
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役場からの情報
Town Office Infomation

■入園条件
　両親と同居親族が次のいずれかの事情で児童を保育することができない家庭であること。
　　（1）いつも昼間外で仕事をしている。
　　（2）いつも昼間家庭で家事以外の仕事をしている。
　　（3）母親の出産等（出産月を含まない産前2ヶ月、産後2ヶ月）。
　　（4）病気、負傷、又は精神若しくは身体に障害がある。
　　（5）長期にわたり病人又は障害者の介護をしている。
　　（6）震災、風水害、火災等の災害の復旧にあたっている。
■申込みのできる保育園
　◎町立第三保育園	 定員	 20人　藤原3461-1� ☎（75）2553
　◎町立にいはる保育園（にいはるこども園）	 定員	 70人　須川774-1� ☎（64）0931
　◎私立月夜野保育園	 定員110人　下牧399-1� ☎（62）6261
　◎私立水上保育園（水上わかくりこども園）	 定員	 50人　湯原985� ☎（72）4120
　◎�その他、町内に居住している方で、勤務地の都合などやむを得ない理由で郡内他町村や沼田市へ広域入所
を希望する場合（但し居住者優先になります）。

　　※申し込みが多数の場合は、定員等の理由のため審査により決定します。
■入園年月日　平成26年4月1日（育児休業明けなど年度途中入園希望者も申込みできます）
■申込手続
　◎要綱・申込書類配布　10月1日（火）から各保育園、子育て健康課（本庁）、各支所で配布します。
　◎申込書受付　�申し込みをする方は、必要書類をそろえて、受付日に各保育園または子育て健康課（本庁）

へお申し込みください（提出時に聞き取り調査もあります）。
　　　　　　　　各保育園に提出する方は、入園を希望する児童を必ず同伴してください。
■日程および申込受付場所
　◎水上保育園（水上わかくりこども園）
　　　　　　10月30日（水）　午後1時30分～午後6時
　◎第三保育園
　　　　　　10月31日（木）　午前10時～正午
　◎にいはる保育園（にいはるこども園）
　　　　　　11月	 5日（火）　午前9時～正午
　◎月夜野保育園
　　　　　　11月	 6日（水）　午後1時30分～午後6時
　◎上記に都合がつかない場合、本庁子育て健康課窓口（本庁）
　　　　　　11月	 7日（木）・8日（金）・11日（月）　午前9時～午後5時

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎（25）5009

保育園児募集について平成26年度入園

利根商モール開催！■
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
商
業
高
等
学
校

　

☎
（
６
２
）
２
１
１
６

　

利
根
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商
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祭
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徒
と
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す
。
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、
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て
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の
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抽
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入
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ご
と
に
金
券
プ
レ
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ン
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、
同
窓
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に
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券
プ
レ
ゼ
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■
日
時　

10
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
（
入
場
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

利
根
商
業
高
等
学
校

■
駐
車
場　
利
根
商
高
校
庭
・
桃
野
小
校
庭
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役場からの情報

■入園条件
　◇公立は各幼稚園の通園区内に在住している方（通園区の指定があります）
　◇募集年齢
　　3歳児（3年保育）　※平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ
　　4歳児（2年保育）　※平成21年4月2日～平成22年4月1日生まれ
　　5歳児（1年保育）　※平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ

■募集幼稚園
　◎町立月夜野幼稚園	 定員280人　月夜野3273-2� ☎（62）6746
　◎町立月夜野幼稚園下牧分園	 定員105人　下牧682-1� ☎（62）0911
　◎町立月夜野北幼稚園	 定員105人　上牧1715� ☎（72）5725
　◎町立にいはる幼稚園（にいはるこども園）	 定員105人　須川774-1� ☎（64）0931
　◎私立若栗幼稚園（水上わかくりこども園）	 定員	 60人　湯原985� ☎（72）4120

■申込手続き（公立）
　◎願書配布
　10月1日（火）から各幼稚園、本庁（子育て健康課）で配布します。
　◎願書受付
　　入園願書、調査表に必要事項を記入のうえ、次の日程により入園予定幼稚園に提出してください。
　※10月15日（火）～31日（木）　午後2時30分～午後5時（土・日・祝日を除きます）
　※�若栗幼稚園（水上わかくりこども園）は、公立
とは異なる場合がありますので、詳細について
は若栗幼稚園まで直接お問い合わせください。

■就園奨励費
　町では保護者世帯の所得状況に応じて、保育料等
の負担を軽減する就園奨励費補助事業を実施してい
ます。補助額は私立と公立では異なります。
詳しくは子育て健康課までお問い合わせ下さい。

　県内で野外スポーツや花壇などの施設に設置された
打ち水や散水用の給水栓について、飲用目的でないこ
とから殺菌処理をしていないケースがあり、これを飲
用し事故が発生した事案がありました。
　設置管理者は、給水栓が飲用に適した設備なのか利
用者が間違えないよう表示などをして事故防止に努め
てください。利用者は確認をしたのち利用してください。

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎（25）5009

幼稚園児募集について平成26年度入園

屋外設置された給水栓には
「飲用適・不適」の表示をしましょう

■問い合わせ先
　環境課　生活環境グループ　☎（25）5027
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役場からの情報
Town Office Infomation

■問い合わせ先　みなかみ町選挙管理委員会（総務課内）　☎（62）2111
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　みなかみ町長の任期満了に伴う、みなかみ町長選挙が10月20日に執行されます。また、現在欠員数
1人となっているみなかみ町議会議員の補欠選挙も併せて執行されます。忘れずに投票しましょう。
　なお、投票所及び投票時間等については次のとおりです。

　■告 示 日　10月15日（火）
　■投 票 日　10月20日（日）※即日開票
　■投票時間　月夜野地区　午前7時～午後8時まで
　　　　　　　水 上 地 区　午前7時～午後7時まで
　　　　　　　新 治 地 区　午前7時～午後7時まで
　■期日前投票期間　10月16日（水）～10月19日（土）
　■期日前投票場所及び時間　みなかみ町役場　午前8時30分～午後8時まで
　　　　　　　　　　　　　　みなかみ町水上支所　午前8時30分～午後7時まで
　　　　　　　　　　　　　　みなかみ町新治支所　午前8時30分～午後7時まで

※�月夜野第5投票区（小川島・南区・町組）、新治第2投票区（赤谷・相俣・浅地）について、
投票場所が変更となりますので、お間違えのないようご注意ください。
　　　●月夜野第5投票区　月夜野総合体育館　→　みなかみ町保健福祉センター
　　　●新治第2投票区　　旧猿ヶ京小学校　　→　相俣公民館

みなかみ町議会議員補欠選挙
みなかみ町長選挙

投票日10月20日日

投
票
箱
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役場からの情報

◎第1期接種（初回2回接種後、概ね1年の間隔をおいて1回）
　�通常の3・4歳児に加えて、小学1～4年生の児童にも予防接種の案内をしています。母子健康手帳を確認し、
日本脳炎の1期3回の接種が済んでいない場合は早めに受けましょう。

◎第2期接種（対象年齢9歳以上）
　今年度中に18歳になる人へ第2期接種の案内をしています。
　　※�案内対象外の場合でも、平成7年4月2日～平成19年4月1日までに生まれた人で、第1・2期の接種が

終わっていない人は20歳の誕生日の2日前まで接種を受けられます。

　肺炎球菌予防接種とは、高齢者の死因として多い肺炎球菌性肺炎を防ぐための予防接種です。接種を希望さ
れる人は申請手続をして接種を受けてください。（ただし補助対象は1人1回です）
◎対　　象　70歳以上の希望者及び69歳以下であっても医師の認めた人
◎接種料金　7,870円（税込）※�助成金3,000円は町が負担するので医療機関窓口では4,870円をお支払いい

ただきます。
◎接種方法　申請をしたのち町が契約する利根沼田管内の医療機関で接種を受けてください。
◎申請場所　認印を持参し、子育て健康課（本庁）または各支所で申請をしてください。
　　　　　　　※受付時間は、午前8時30分～午後5時15分までの開庁時間内です。　　　

◎対 象 者　①65歳以上（接種日を基準とする）で希望される人
　　　　　　②�60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能障害、ヒト免疫不全ウイルスによる機能障害（身体

障害者手帳1級程度）のある人で希望される人
◎接種方法　町が契約する利根沼田管内の医療機関で接種（1回のみ）
　　　　　　　※利根沼田以外の医療機関で接種する際は、事前に問い合わせください。
◎接種期間　10月1日（火）～12月31日（火）※接種期間を過ぎると公費負担はできません。
◎接種料金　4,000円（税込）※�助成金3,000円は町が負担するので医療機関窓口では1,000円をお支払い

いただきます。

◎対 象 者　�生後6ヶ月以上中学3年生以下（接種日が基準とする）で接種を希望される人
◎接種方法　町が契約する利根沼田管内の医療機関で接種　
　　　　　　　※�13歳以上は1回、13歳未満は2回の接種ですが、

2回接種希望者でも2回目の接種時点で13歳に
なると2回目の補助は受けられません。

◎接種期間　10月1日（火）～平成26年1月31日（金）
　　　　　　　※接種期間を過ぎると公費負担はできません。
◎申請方法　�公費負担は接種回数に関わらず1人上限4,000円で

す。2回の接種が終わってから、母子健康手帳また
は接種済証と領収証、認印、口座番号が分かる書類
を持参し、子育て健康課または各支所で補助金の申
請手続をしてください。

◎補助金申請期間　平成26年2月28日（金）まで
　　　　　　　　　　※�対象者には事前に案内しますので、確認

のうえ接種を受けてください。

■問い合わせ先　子育て健康課　健康増進グループ　☎（62）2527

予防接種に関するお知らせ（日本脳炎・肺炎球菌・季節性インフルエンザ）
日本脳炎予防接種

肺炎球菌予防接種

季節性インフルエンザ予防接種

高齢者の場合

中学３年生以下の場合
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秋の犬の登録と狂犬病予防注射

■問い合わせ先　環境課　生活環境グループ　☎（25）5027

　狂犬病予防法の規定に基づき、秋の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。生後3ヶ月以上
の犬を飼育されている方は必ず受けてください。
■手数料　○登録済みの場合 3,300円（内訳:注射料2,750円、同済票550円）
　　　　　○新規登録の場合 6,400円（内訳:注射料2,750円、同済票550円、登録料3,000円、手帳代100円）
■日　程

■受診の際のお願い
①釣り銭のいらぬよう細かいお金を用意してください。
②個人通知書（ハガキ）と愛犬パスポートは忘れずに持参してください。
③愛犬は制御できる方が連れて来てください。
④未登録･未注射･放し飼い･捨て犬は違法です。狂犬病予防法に基づいて処罰される場合があります。
⑤愛犬が死亡したときは届出が必要です。環境課または各支所にご連絡ください。

　町が契約している動物病院で登録・予防注射を受ける場合には、別途診察料等がかかります。料金等詳
細については、各動物病院にお問い合わせください。契約している動物病院は次のとおりです。
　●みなかみ動物病院　☎（25）4892【月夜野】　　●ナガト動物病院　☎（22）1013【沼田市】
　●アミ動物病院　　　☎（22）2119【沼田市】　　●林動物病院　　　☎（24）1995【沼田市】
　●伊藤動物病院　　　☎（22）2788【沼田市】
※契約している動物病院以外で狂犬病予防注射を受けた場合には、病院が発行する予防注射済証明証を環
境課または各支所に提出することで町の注射済票を交付します。

10月25日
（金）�

水上支所職員駐車場 午前9時～10時
新治支所 午前10時45分～11時45分
みなかみ町役場(月夜野) 午後1時～2時

町と契約している動物病院でも登録及び狂犬病予防注射ができます

～地域の福祉、みんなで参加～

　昨年の募金運動には、小中学校をはじめ町民や企業の皆様方にたくさんのご厚志をいただき、心より感謝申
し上げます。
　今年も10月1日から12月31日まで「赤い羽根募金」、12月1日から12月31日まで「地域歳末たすけあい募
金」が実施されます。「赤い羽根募金」・「歳末たすけあい募金」は、県共同募金会へ送金後、町社会福祉協議
会や福祉団体などからの申請に基づき適正に配分され、高齢者や障害のある方・児童福祉など、地域福祉の向
上のため有意義に活用させていただいております。
　募金の趣旨をご理解いただきご協力賜りますようお願い致します。

◎平成24年度みなかみ町実績額
　募金総額	 4,203,308円
　・赤い羽根募金� 2,044,350円
　・歳末たすけあい募金� 2,158,958円

◎平成25年度みなかみ町目標額
　募金総額	 4,250,000円
　・赤い羽根募金� 2,150,000円
　・歳末たすけあい募金� 2,100,000円

今年も共同募金にご協力をお願いします

■問い合わせ先　町民福祉課　障害・福祉グループ　　　　☎（25）5011
　　　　　　　　水上支所　庶務・住民サービスグループ　☎（72）2111
　　　　　　　　新治支所　庶務・住民サービスグループ　☎（64）0111
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役場からの情報

■問い合わせ先　奥利根アメニティパーク　　☎（64）1167
　　　　　　　　環境課　生活環境グループ　☎（25）5027

　環境課（奥利根アメニティーパーク）では、家庭
から出された燃やせるごみから固形燃料を生産し、
製紙会社への燃料として再利用しています。
　この固形燃料を生産するには、ごみの水分を蒸発
させるため、大量の灯油が必要です。家庭の生ごみ
はしっかり水切りをして出すことで、灯油の使用料
を減らしコスト削減につながります。
　また、紙ごみは分別し資源ごみとして出していた
だくと、リサイクル紙などに再利用されます。
　皆さんの協力がごみの減量化につながりますので、
ご協力をお願いいたします。

10月は秋の環境美化月間（ごみの減量と分別にご協力を！）

　環境課では、電動式生ごみ処理機・コンポス
ター・水切りバケツなどの購入について補助事業
を実施しています。
※補助金は価格の2分の1で上限は3万円です。
※�補助金申請手続の申請書類は町ホームページよ
りダウンロードできます。

※�補助金申請手続等の詳細は環境課生活環境グ
ループまでお問い合わせください。

生ごみ処理容器等購入補助金制度をご活用ください

奥利根アメニティパークでは可燃ごみから固形燃料を作っています

▲�アメニティーパーク内の固形燃料化施
設と生産される固形燃料

▶
生
ご
み
処
理
機

ボランティアごみ袋の配付について
　10月は秋の環境美化月間です。美しいふるさとづくりを推進するため、町では空き缶等ごみの一斉清掃
活動を実施するボランティア活動団体を支援するため、ごみを入れるボランティア袋を無料で配付してい
ます。清掃活動を実施の際は事前に申請をしてボランティア袋をご利用ください。
　詳しくは環境課生活環境グループまでお問い合わせください。なお申請書類は町ホームページからダウ
ンロードできます。

▶
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ン
ポ
ス
タ
ー

▶
水
切
り
バ
ケ
ツ
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■問い合わせ先　子育て健康課　健康推進グループ　☎（62）2527

　子育て健康課では、健康診査及び各種検診を受ける際、1,000円分が無料になる健康クーポン券を各種運動
教室参加者にポイント制で贈呈しています。対象となる各運動教室は次のとおりですので奮って参加してくだ
さい。
■骨粗しょう症予防教室

日
時
・
場
所

11月7日（木）
午前10時～午後1時30分
（保健福祉センター）
受付：午前9時30分～

対 象 者 町内在住の70歳以下の人
定　　員 先着20名 参 加 費 400円
内　　容 講話、調理実習、骨密度測定
持 ち 物 筆記用具、エプロン、三角巾、ハンドタオル
申込期間 10月7日（月）～30日（水）

■おとなの食育教室～おいしく＆かしこく食べて健康に！～
日　　　　　　時 内容（調理実習、ミニ講話） 持ち物

11月15日（金）午前9時30分～午後1時『今なら間に合う！メタボ予防の食事～バランス＆ヘルシーレシピ～』 筆記用具
エプロン
三角巾

ハンドタオル

11月22日（金）午前9時30分～午後1時『あなたの味付け大丈夫？～減塩でもおいしいレシピ～』
11月29日（金）午前9時30分～午後1時 『ドロドロ血液解消メニュー～油を味方につけよう～』
12月� 6日（金）午前9時30分～午後1時『年末年始のヘルシーおもてなし料理～脱お正月太り～』
■場所／保健福祉センター　　　■対象者／町内在住の30歳～74歳以下の人　　■定員／各回先着20人
■参加費／400円　　　■申込期間／10月7日（月）～各実施日の一週間前まで（定員になり次第締め切り）

■60歳から始める運動教室

日　
　

時

10月24日（木）
11月21日（木）
12月18日（水）
� 1月23日（木）
� 2月26日（水）
� 3月27日（木）

午後1時15分～
午後2時15分　

対象者 町内在住の60歳以上で運動に支障のない人

講　師 健康運動指導士　神保理恵さん

内　容 膝痛、腰痛の人でもできる運動やストレッチ体操、バラ
ンス運動、脳を刺激するゲーム感覚の運動をします。

■場所／保健福祉センター　　■参加費／無料　　■持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動のしやすい服装
■申込期間／10月7日（月）～各実施日の2日前まで（定員になり次第締め切り）　　■定員／25人

■ぽっこりおなか解消運動教室

日　
　

時

10月24日（木）
11月21日（木）
12月18日（水）
� 1月23日（木）
� 2月26日（水）
� 3月27日（木）

午後2時45分～
午後3時45分　

対象者 町内在住の30歳～64歳以下で運動に支障のない人

講　師 健康運動指導士　神保理恵さん

内　容 ぽっこりおなかをへこますにはどうしたらいいの？脱
メタボ及びメタボ予防のために効果的な運動をします。

■場所／保健福祉センター　　■参加費／無料　　■持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動のしやすい服装
■申込期間／10月7日（月）～各実施日の2日前まで（定員になり次第締め切り）　　■定員／25人

■にこにこヨーガ教室

日　
　

時

10月� 8日（火）
10月22日（火）
11月� 1日（金）
11月12日（火）

午前10時～11時30分
午前10時～11時30分
午後1時30分～3時
午前10時～11時30分

対象者 町内在住の30歳～74歳以下で運動に支障のない人

講　師 インド中央政府公認・ヨーガインストラクター
片桐美幸さん

内　容 初心者向けヨーガの実習
■場所／保健福祉センター　　■参加費／無料　　■持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動のしやすい服装
■申込期間／10月7日（月）～各実施日の2日前まで（定員になり次第締め切り）　　■定員／25人

■みなかみガールのための運動教室

日　
　

時

10月� 9日（水）
11月26日（火）
12月13日（金）
その後は月1回
開催予定

午前10時30分～
11時30分　　　

対象者 町内在住の20歳～49歳以下で運動に支障のない女性
■場所／保健福祉センター　　■参加費／無料
■持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動のしやすい服装
■申込期間／各実施日の2日前まで（定員になり次第締め切り）
■定員／20人

健康クーポン券対象事業

各種運動教室の参加者を募集します
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役場からの情報

　「赤谷プロジェクト」の「赤谷」は赤谷川のこと。川や渓流もこの地
域にとって欠かせない自然です。赤谷川の河原に降りてみましょう。川
の流れに近づくと、水が激しく流れる瀬もあれば、深くてゆったり流れ
ている淵もある。瀬の中の石ころを拾うと、その裏側に虫がいませんか。
カゲロウなどの幼虫です。淵に静かに近づいてみると、魚のかげを見る
こともあります。上流に行くと、滝が連続する狭い峡谷も。激しい流れ
からの水しぶきがあたる岩肌にはそんな場所を好む植物がみられます。
渓流の自然も多様なのです。私たちにとっても川は必要です。飲み水な
どのため、魚を得るため、またレクリエーションの場所としても大切です。
その一方で、増水した川は私たちに災いをもたらすこともあります。で

もそんなときこそ、渓流の多様な姿が作られているときでもあります。川の自然と私たちはどのようにつきあっ
ていったらいいのか。河原に降りてみて考える事が大切です。 国士舘大学非常勤講師 中井達郎

■問い合わせ先　環境課　環境政策グループ　☎（25）5003

■問い合わせ先　みなかみ町ファミリーサポートセンター（子育て健康課内）　☎（25）5009

記念コラム「赤谷川の河原にて」

赤谷プロジェクト10周年フィールドセミナー

▲赤谷川の河原と中井講師（円内）

　知っていそうで、知らないような、地元みなかみ町の“森”をテーマに、町民と自
然科学の専門家が、お茶を片手に楽しく語り合う場が「akayaカフェ」です。疑問に思っ
たこと、知りたいと思ったことを、気軽に聞けるのが特徴です。第2回目のテーマは“赤

谷川”です。たくみの里・マッチ絵の家では、“赤谷川”にちなんだスウィーツも楽しめる予定です。

■主催　赤谷プロジェクト
■日時　10月5日（土）午後3時～4時30分　　�■場所　たくみの里　マッチ絵の家（須川758）
■専門家　中井達郎（国士舘大学非常勤講師）　 ■内容　30分話題提供、60分お茶と語らいタイム
■参加費　無料（おやつ付き）※中学生以上　　■申込み先　☎（64）2481（マッチ絵の家）

『akayaカフェ～赤谷川の河原にて』開催のお知らせ

　みなかみ町ファミリー・サポート・
センターのしくみ

10月からファミリー・サポート・センターが開始します！
　子育て健康課では、10月1日より子育て支援を目的とした『みなかみ町ファ
ミリーサポートセンター』が活動を開始します。
　ファミリーサポートセンターとは、「子どもの保育施設への送迎をお願いしたい」
「保護者の病気や急用で子どもを一時的に預かってもらいたい」などの援助を受け
たい人（おねがい会員）や育児の援助を引き受けたい人（まかせて会員）がそれぞ
れ会員登録し、会員同士で支え合う相互援助活動を行うことを目的としています。
　今年度第1回目のまかせて会員養成講習会が開催され、4人に修了証が交付さ
れサポート活動ができることになりました。引き続き両会員を募集しています
のでお問い合わせください。

●お願いできる援助（例）
　保育園の送迎、保育園の保育時間前後の預かり、小学校・
学童クラブ等終了後の送迎や預かり、冠婚葬祭や保護者の病
気による預かり、他の子の学校行事等による預かり、その他
の外出時等の預かりなど
●利用できる時間と報酬額

活　動　日 活動時間帯 報酬額（1時間あたり）

平　日
（月～金曜日）

5時～7時まで 800円

2人目からは
半　額

7時～19時まで 700円
19時～23時まで 800円

土日曜日、祝日
年末年始

（12月28日～1月3日）

5時～7時まで 900円
7時～19時まで 800円
19時～23時まで 900円

ファミリー・サポート・
センター事務局
（両会員との調整）

①相談依頼 ②サポート
調整

③サポート実施

④費用支払い

援 助

報 酬 （引き受ける人）（頼みたい人）
まかせて会員おねがい会員

▲�まかせて会員養成講習を終えて
修了証の交付を受ける受講者
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平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
中
の
所
得
の
申
告
に
つ
い

て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
は
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
を
添
付
等
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上

旬
に
送
ら
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
控
除

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課窓

口
・
医
療
グ
ル
ー
プ　

　

☎（
２
５
）５
０
１
０

■納税と納期限■

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

心配ごと・法律相談所
心配ごと（民生・人権・行政）

相談所

法　律　相　談　所

■水上会場　10月15日（火）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　11月19日（火）
　会場：のぞみ館 相談室

■月夜野会場　10月11日（金）
　会場：町保健福祉センター2階
■水上会場　11月８日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

■■■問い合わせ先■■■
みなかみ町社会福祉協議会

☎（62）0081

第
46
回
風
の
音
コ
ン
サ
ー
ト

お
知
ら
せ

証
明
書
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
領

収
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
☎
０
３
・
６
７
０

０
・
１
１
３
０
）
ま
た
は
、
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

■納期限：12月２日㈪
国民健康保険税　　第８期

■納期限：10月31日㈭
町県民税　　　　　第３期
国民健康保険税　　第７期

11月の納税

10月の納税

◎国民年金
　９月分の納期限は、
　10月31日㈭です。

◎後期高齢者保険料
　第４期の納期限は、
　10月31日㈭です。

◎介護保険料
　第４期の納期限は、
　10月31日㈭です。

10月の「直接相談タイム」

２４時間
健康テレホンサービス
　群馬県保険医協会では、健康テ
レホンサービスを行っています。
　☎０２７-２３４-４９７０にかけ
ると、約３分の健康講話（テープ
音声）が聞けます。

10　月
■月曜 保

ほ

険
けん

が使
つか

える禁
きん

煙
えん

治
ち

療
りょう

■火曜 誤
ご

嚥
えん

性
せい

肺
はい

炎
えん

■水曜 腎
じん

盂
う

腎
じん

炎
えん

■木曜 勤
きん

労
ろう

者
しゃ

の帰
き

宅
たく

恐
きょう

怖
ふ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

■金曜 受
う

け口
ぐち

・反
はん

対
たい

咬
こう

合
ごう

の
矯
きょう

正
せい

時
じ

期
き

■土日 母
ぼ

乳
にゅう

とむし歯
ば

○９日（水）　内科・外科
○17日（木）　歯科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎�この時間帯に電話すると、直
接医師が電話にでます。

　

月
夜
野
群
響
と
親
し
む
会
で
は
、「
風

の
音
コ
ン
サ
ー
ト
～
地
元
出
身
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
が
共
演
す
る
室
内
楽
の
夕
べ
～
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
15
分
開
場

■
開
演　

午
後
６
時
45
分

■
会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※�

チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
推
進
室　
　

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５
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暮らしの情報

　

県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口
と
し
て

不
正
軽
油
１
１
０
番
を
設
け
て
い
ま
す
。

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油

や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動
車
の
燃
料
と
し

て
使
用
す
る
と
地
方
税
法
違
反
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
正
軽

油
を
製
造
・
販
売
・
使
用
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

不
正
軽
油
１
１
０
番　

　

中
部
県
税
事
務
所
軽
油
広
域
調
査
係

　

☎
０
２
７
（
２
３
１
）
２
８
０
１

　

群
馬
県
の
県
土
の
３
分
の
２
は
森
林
が

占
め
て
い
ま
す
。
豊
か
な
水
を
育
み
、
ま

た
災
害
を
防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す

森
林
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を
守
り
、

育
て
、次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
と
し
て
「
ぐ

ん
ま
緑
の
県
民
税
（
通
称
）」
を
平
成
26

年
４
月
か
ら
導
入
し
ま
す
。
こ
の
「
ぐ
ん

ま
緑
の
県
民
税
」
の
使
い
道
や
税
率
、
課

税
方
法
な
ど
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
森
林
・
里
山
保
全
な
ど
に
取
り
組
む

団
体
等
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ぐ
ん

｢

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税｣

県
民

意
見
交
換
会
開
催
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
支
援
し
ま
す

｢

群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞｣
募
集

不
正
軽
油
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金

支
給
の
お
知
ら
せ

を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体
（
学
校
を
除
く
）

並
び
に
個
人

■
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　

助
成
金
総
額
１
４
０
万
円

　

※
１
先
20
万
円
に
て
７
先
以
内
を
表
彰

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
活
動
記
録
等
を
添
付
し
、

申
し
込
み
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
財
団
事
務
局
ま
で
電

話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。　

■
応
募
締
切　

12
月
６
日
（
金
）　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

公
益
財
団
法
人　

群
馬
銀
行
環
境
財
団

　

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
１
６
０

○
ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動
支
援
事
業
補
助
金

■
目
的　

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
団
体
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。（
行

政
区
を
除
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ち
づ
く

り
団
体
対
象
）　

■
助
成
額　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４

以
内
で
20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
９

　

特
定
疾
患
等
患
者
及
び
家
族
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
見
舞

金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者　

県
で
実
施
す
る
特
定
疾
患
医

療
給
付
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給

付
を
受
け
て
い
る
人（
た
だ
し
、昨
年
度
見

舞
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
年
度

末
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
今
年

度
新
た
に
受
給
さ
れ
た
人
に
な
り
ま
す
。）

■
受
給
資
格
者　

町
内
に
居
住
し
、
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者

■
見
舞
金
の
額　

年
額
１
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
月
割
り
計
算
あ
り
）

■
申
請
方
法　

町
民
福
祉
課
・
各
支
所
に

備
え
付
け
の
見
舞
金
受
給
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
県
の
医
療
受
給
者
証
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
群
馬
銀
行
財
団
（
理
事

長
／
齋
藤
一
雄
）
で
は
、
自
然
環
境
・
生

活
環
境
の
保
全
活
動
及
び
調
査
研
究
等
を

支
援
す
る
た
め
、
第
17
回
群
馬
銀
行
環
境

財
団
賞
を
募
集
し
、
優
れ
た
実
践
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
助

成
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

県
内
の
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
活
動

ま
緑
の
県
民
税
事
業
等
に
つ
い
て
参
加
者

の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

【
館
林
会
場
】

■
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　

県
立
館
林
美
術
館
講
堂

■
申
込
期
限　

11
月
11
日
（
月
）
必
着

【
高
崎
会
場
】

■
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　

�

県
高
崎
合
同
庁
舎
４
０
２
会
議

室

■
申
込
期
限　

12
月
２
日
（
月
）
必
着

【
共
通
事
項
】

■
内
容　

○
第
一
部　

県
職
員
に
よ
る
ぐ
ん
ま
緑
の

県
民
税
の
制
度
・
使
途
の
説
明

○
第
二
部　

森
林
・
里
山
の
保
全
・
保
護

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に

よ
る
活
動
発
表
及
び
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

事
業
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
林
政
課

　

〒
３
７
１

−

８
５
７
０

　

前
橋
市
大
手
町
１
ノ
１
ノ
１

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
３
２
１
１

　

ＦＡＸ
０
２
７
（
２
２
３
）
０
１
５
４

　

Ｅ
メ
ー
ル

rin
seika@

p
ref.g

u
n
m
a.lg
.jp

募
　
集

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１
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相
　
談

募
　
集

複
式
農
業
簿
記
講
座
受
講
者
募
集

群
馬
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

訓
練
生
の
募
集

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

第
３
回
出
張
緑
化
講
座

受
講
者
募
集

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

受
講
者
募
集

○	

最
低
賃
金
引
上
げ
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
中
小
企
業
相
談
支
援
事
業

　

販
路
拡
大
、
新
規
事
業
、
資
金
調
達
な

ど
の
経
営
課
題
、
最
低
賃
金
制
度
、
賃
金
・

退
職
金
制
度
、
労
働
時
間
制
度
の
見
直
し

な
ど
の
労
務
管
理
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

最
低
賃
金
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
（
３
５
３
）
４
８
２
８

　

高
崎
市
山
名
町
の
職
業
訓
練
校
で
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。授
業
料
は
無
料
で
、

求
職
中
で
就
職
を
希
望
す
る
人
が
対
象
で

す
。

■
募
集
訓
練
コ
ー
ス

　

�（
Ｓ
Ｋ
Ｋ
60
／
社
会
人
基
礎
訓
練
付

７
ヶ
月
訓
練
）

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

○
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科（
若
年
者
向
け
）

○
電
気
サ
ー
ビ
ス
科

○
電
気
設
計
技
術
科
（
若
年
者
向
け
）

■
募
集
期
間

　

９
月
30
日
（
月
）
～
11
月
８
日
（
金
）

■
申
込
先　

各
公
共
職
業
安
定
所

※
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
よ
り
見
学
会

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

（独）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
群
馬　

訓
練
課

　

☎
０
２
７
（
３
４
７
）
３
７
３
６

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
上
級

救
命
講
習
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
受
付
／
午
前
８
時
30
分
～

■
場
所　

利
根
沼
田
文
化
会
館

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
講
習
内
容　

成
人
・
小
児
・
乳
児
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
、外
傷
の

応
急
手
当
法
、疾
病
者
管
理
、帆
走
法
な
ど
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
先　

最
寄
り
の
消
防
署

　
　
　
　

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
申
込
期
間　

10
月
10
日（
木
）～
30
日（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
消
防
署
☎
（
２
４
）
１
７
３
４

　

農
業
者
の
経
営
管
理
能
力
向
上
支
援
の

一
環
と
し
て
複
式
農
業
簿
記
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
日

○
基
礎
コ
ー
ス

　

11
月
14
日
～
１
月
23
日
（
全
７
回
）

○
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　

１
月
30
日
～
３
月
６
日
（
全
６
回
）

■
場
所　

利
根
沼
田
県
民
局

■
定
員　

各
10
人

■
申
込
締
切　

11
月
７
日
（
木
）
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課

　

☎
（
２
３
）
０
３
３
８

　

東
消
防
署　

☎
（
５
６
）
２
３
０
０

　

西
消
防
署　

☎
（
６
４
）
０
０
０
２

　

北
消
防
署　

☎
（
７
２
）
４
３
４
９

　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
緑
化
推

進
の
た
め
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
庭
づ
く
り

の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
緑
化
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

県
前
橋
合
同
庁
舎

■
テ
ー
マ　

落
葉
期
に
行
う
整
枝
剪
定
と

マ
ツ
の
も
み
上
げ

■
講
師　

宗
義
彦
さ
ん

■
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
間　

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
電

話
で
受
付
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
６
（
８
８
）
７
１
８
８

■
日
時　

10
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
目
的　

人
と
の
つ
な
が
り
や
ス
ト
レ
ス

の
緩
和
の
た
め
効
果
的
な
知
識
と
技
術
を

学
ぶ
。

■
講
習
内
容

○
講
義　

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

○
実
技　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、ハ
ン
ド
ケ
ア

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
講
習
名
、
開
催
日
、

氏
名
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

10
月
17
日
（
木
）

　

※�

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部

　

事
業
推
進
課　

講
習
係

　

〒
３
７
１

−

０
８
３
３

　

前
橋
市
光
が
丘
町
32

−

10

　

☎
０
２
７
（
２
５
４
）
３
６
３
６

　

ＦＡＸ
０
２
７
（
２
５
４
）
３
６
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

kosyukakari@
gunm

a.jrc.or.jp
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■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

死
神
の
浮
力　
　

／
伊
坂
幸
太
郎

◎
児
童
書　

も
し
か
し
て
ぼ
く
は／

内
田
麟
太
郎

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル　

／
桜
木
紫
乃

◎
児
童
書　

き
ょ
う
の
シ
ロ
ク
マ�

／
あ
べ
弘
士

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、

彼
の
巡
礼
の
年
／
村
上
春
樹

◎
児
童
書　

か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん

／
か
こ
さ
と
し

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

爪
と
目　
　
　
　
　

／
藤
野
可
織

◎
児
童
書　

い
ぬ
く
ん
ぼ
く
は
い
い
こ
だ
か
ら
…

／
き
む
ら
ゆ
う
い
ち

新治公民館図書室
☎（64）0111

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後２時～

中央公民館図書室
☎（62）2275

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

■開室日（●印）／時間：午前9時～午後5時
　　　※正午～午後１時の間は休室

カルチャーセンター児童図書室
☎（20）4040

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後3時30分～

水上公民館図書室
☎（72）3707

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
　　※正午～午後１時の間は休室

図
書
室
　
　
10
月
の
開
室
日

秋
の
行
政
相
談
週
間

調
停
相
談
会

全
国
一
斉｢

法
務
局
休
日
相
談
所
」

■
日
時　

10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場

○
前
橋
会
場　

前
橋
プ
ラ
ザ
21

○
太
田
会
場　

太
田
行
政
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
、公
証
人
、司
法

書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容

①�

土
地
・
家
屋
の
売
買
、
相
続
、
土
地
の

地
目
変
更
、
建
物
の
新
築
、
滅
失
等
の

不
動
産
登
記

②
会
社
・
法
人
の
登
記

③
土
地
の
境
界
に
つ
い
て

④
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
及
び
人
権
擁
護

⑤
遺
言
書
、
公
正
証
書
の
作
成
に
つ
い
て

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
３

○
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

　
「
国
の
仕
事
や
手
続
、
申
請
を
ど
こ
に

行
っ
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
制

度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
」「
施
設
・

設
備
を
改
修
し
て
ほ
し
い
」「
制
度
・
仕

組
み
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」
こ
の
よ
う
な

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
や
意
見
・
要
望
な
ど
を

行
政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
増
田
豊
次
さ

ん
（
真
庭
）、
阿
部
等
さ
ん
（
小
仁
田
）、

本
多
建
之
さ
ん
（
東
峰
）
で
す
。

　

10
月
の
定
例
相
談
所
（
心
配
ご
と
相
談

所
）
は
10
月
15
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

水
上
支
所
を
会
場
に
予
約
制
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

※
「
心
配
ご
と
相
談
所
」
は
毎
月
広
報
に

て
日
程
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
は

22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
６
２
）
０
０
８
１

　

沼
田
調
停
協
会
で
は
、
調
停
手
続
相
談

会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
金
銭
の
貸

し
借
り
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
な
ど
の

民
事
上
の
紛
争
及
び
相
続
や
親
子
・
夫
婦

間
の
も
め
事
な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
会
場　

沼
田
市
中
央
公
民
館

４
階
大
ホ
ー
ル

■
相
談
担
当
者

　

民
事
・
家
事
担
当
調
停
委
員
、
弁
護
士

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
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暮らしの情報
Living Infomation

地域包括支援センターだより

　今月は認知症の周辺症状、「攻撃的や粗暴になる」対処法を紹介します。
上手に対処することで事態が悪化するのを妨げると良いです。

　今月号と来月号では通所サービス（デイサービス・デイケア）につ
いて紹介します。

質問：デイサービスとデイケアってどう違うの？
答え： 基本的にはどちらも自宅まで送迎し、通所後は健康チェックや入浴、食事（自費）等のサービス提供

と介護を受けます。
　　　 　デイサービスは利用者の外出や社会的な交流、介護負担の軽減等、社会生活を送る上での支援が

主な目的です。運動面ではレクリエーションや日常の動作訓練が主になります。
　　　 　デイケアは、利用者の心身機能の維持回復、日常生活の自立に向けてリハ

ビリテーションが主な目的になり、理学療法士の指導による運動や機械を使っ
たリハビリ、身体機能へアプローチするレクリエーションを行います。

質問：�デイサービスやデイケアはどこにあるの？
　　　体験通所はできるの？
答え： 町内にはデイサービスが12カ所、デイケアが2カ所あります。ま

た近隣市町村の通所サービスも利用可能です。体験利用（費用
がかかる場合もあり）を行っている通所サービスもあるので、包
括支援センターもしくは担当ケアマネジャーに確認してください。

■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（62）0540

◎なぜ攻撃的や粗暴になるのか？
　 　自分の気持ちをコントロールする能力が低下したり、感情を上手に

表現できなくなるもどかしさを感じて攻撃的になるようです。

◎興奮している時の対処法
・ 介護者がまず冷静になりましょう。その場を離れて間を置くことが大

事です。（相手が興奮している事に興奮し、興奮している自分に余計
興奮するという悪循環になります）

・ 生活環境や身体状況を見直し何か原因になっていることがないか見直
してみましょう。

　例えば…
　　○ 脱水症になりかけると意識レベルが低下し、思わぬ行動に出るこ

とがある。
　　○便秘になるとイライラして不穏な状態になり粗暴になりやすい。
　　○人間関係の変化も大きく影響する。
　　○ダメとかバカとかの言葉に反応して興奮する。抑制・抑止の対応も悪化する。

※ひどくなるようなら精神の専門医を受診し薬の処方も考えましょう。

知っ得
認知症

かんたんQ&A
介護保険

福祉ふれあいフェスティバル
■問い合わせ先　☎（62）0081

10月13日（日）午前10時～
場所：保健福祉センター

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
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暮らしの情報

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■10月� ７日（月）・15日（火）・21日（月）・28日（月）
■11月� ５日（火）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※�交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお
出かけください。
※�町では不妊治療費の助成を行っています。詳細は子育
て健康課へお問い合わせください。

■会場　元ＪＡ利根沼田月夜野北事業所
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■日時　毎週月・火・水曜日　10時～15時
■主催　ＮＰＯ法人「北風塾」
　　　　10月８日●お茶しませんか？
○問い合わせ先　子育て広場「ぽかぽか」☎（25）3535

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内2階）
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　10月21日（月）・11月25日（月）
■時間　10時30分～約1時間
　　　　（受付は10時15分～10時30分まで）
■持ち物　運動のできる服装・汗ふきタオル１枚

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　10月11日（金）・18日（金）・25日（金）
　　　　11月８日（金）・15日（金）・22日（金）
■時間　10時～12時　　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　　10月25日●親子で遊ぼう（参加費100円）
　　　　11月22日●粘土遊び（参加費100円）
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※�詳しいことは下田佳奈子さん（☎62‐1103）までお
問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児・8か月児・12か月児・妊婦及び産婦
■期日　10月10日（木）・11月14日（木）
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児　10:00～10:15 計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児　 9:45～10:00 計測・問診・栄養相談
　＊12か月児� 10:15～10:30 計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦　 9:30～11:30 母乳相談（予約制）

　子育て支援ボランティア等による、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・10か月児
■期日　10月30日（水）・11月20日（水）
■受付　４か月児　��13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健　　　　診　　　　名 10月 11月

１歳６か月児健診 対象 1歳7・8か月児 27（水）

２歳児歯科健診 対象2歳1・2か月児 29（火）

2歳6か月児歯科健診 対象2歳7・8か月児 3（木）

３歳児健診 対象3歳1・2か月児 6（水）

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【９月・10月のじゃんぷの日（毎週木曜日）10時～12時】
■期日　●10月�３日／読み聞かせ
　　　　　�　　10日／ピクニック　豊楽館（要予約）
　　　　　�　　17日／お茶しませんか？
　　　　　�　　24日／外遊び（キラキラにて）
　　　　　�　　31日／大きくなったかな？
　　　　　�　　� � 　　保健師によるミニ講座

『おしゃぶり・指しゃぶり』
※�休館のお知らせ…10月10日（木）はこども園旅行のため
汽車ぽっぽは休館になります。キラキラをご利用ください。
　　　　●11月�７日／読み聞かせ
　　　　　�　　14日／お茶しませんか？
【特別メニュー】　開催日：10月7日（月）・11月は休み
　・リトミック　会　場：月夜野わんぱくクラブ
　　　　　　　　時　間：10時30分～11時30分
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

母子健康手帳交付
子育てひろば

子育てひろば

ママヨガ教室

乳児相談・母乳相談

子育てサークル

乳幼児健診

子育て支援センター 汽車ぽっぽ

みんなの保健
●問い合わせ先　子育て健康課 健康推進グループ ☎62-2527

健康づくりインフォメーション

◇ベビーマッサージ（1歳までの乳児対象）
■日時　10月11日（金）・11月８日（金） 10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

～子育て支援ボランティア～

ぽかぽか

～子育て支援ボランティア～

にこにこくらぶ
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みなかみ町の

みなかみ町に

世帯数
女
男
総人口

8,193世帯（−	 1）
10,937人　（−26）
10,215人　（−25）
21,152人　（−51）

男の子 女の子 計
月夜野地区 ３人 ２人 ５人
水上地区 ２人 ２人 ４人
新治地区 １人 ２人 ３人
計 ６人 ６人 12人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（9/15現在）に基づくものです。

人 口と 世 帯 9月1日
現　在

おともだちがふえたよ！

●今月の表紙●

東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成25年4月末現在　103名から164作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　87／164

『feeling_感情』　作者／三木真菜美
規格・素材／H1818㎜×W2273㎜
　　　　　　木製パネル、綿布、ジェッソ、アクリル絵具、顔料
作者コメント／	自分の気持ちの上下を青とピンクに置き換え表現しました。

歳時記み
か
な
み

町の主な
行事予定

3㈭� ■町平和式典・戦没者追悼式●町カルチャーセンター　午後2時～
5㈯～6㈰　■アドベンチャーフェスティバル●湯桧曽公園
6㈰� ■谷川岳閉山式・遭難者慰霊祭●土合霊園地　午前10時～
20㈰� ■町ホッケー大会（人工芝ホッケー場）、町ミニバレーボール大会（総合体育館）
� ■町長選挙・町議会議員補欠選挙●各投票所　午前7時～
27㈰� ■町消防団秋季点検●月夜野総合グラウンド　午後1時～
� ■たくみの里豊楽まつり●たくみの里　午前10時～
29㈫� ■地域安全徒歩パレード●水上支所～水紀行館　午後2時～

2㈯～4㈪　■みなかみ町文化祭
� 　　■舞台発表会●カルチャーセンター（2～3日午前11時～）
� 　　■月夜野会場●カルチャーセンター・北部体育館
� 　　■水上会場●水上公民館・水上社会体育館
� 　　■新治会場●B＆G海洋センター
10㈰� ■ファミリーハイキング●川越方面へ
11㈪� ■箸祈願会●金泉寺　午前11時～
17㈰� ■駅伝大会●人工芝グラウンド周辺
30㈯� ■みなかみ町生涯学習大会●カルチャーセンター　午後1時～

10月

11月

8月の出生者

デサント藤原湖マラソン
●エントリー数　1,716人
●完走者　　　　1,426人
●各種目優勝者は9ページ参照

「塩ヨーグルトのポテトサラダ」
今月の食改推おすすめ地元食材レシピ

●　作り方　●
① じゃがいもは皮をむき一口大に、にんじんは皮をむき

3㎜厚さのいちょう切りにする。
② じゃがいもを茹でる。やわらかくなったら、湯を切り、

つぶす。にんじんも茹でる。
③ きゅうりは薄切りにして塩もみ（塩分量外）し、

水で洗ってぬめりをとり、水けをしぼる。たま
ねぎは塩もみし、ぬめりをとり、水けをしぼる。
ハムは1㎝の色紙切りにする。

④②③をAであえる。

●ワンポイントアドバイス
　水切り塩ヨーグルトを使うことで、
カロリーを控えることができ、コク
があるので塩分も控えられます。（水
切り塩ヨーグルト大さじ1は21kcal/
マヨネーズ大さじ1は105kcal） 提供：食生活改善推進協議会

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場水上支所２階及び商工会
水上支所２階に展示中です。
■開場日 月～金曜日（祝祭日は除く）　■開場時間 午前９時～午後４時30分

材料（4人分）　1人分のエネルギー147kcal、塩分0.8g
じゃがいも … 大2個（250g）
にんじん …… 1/2本（100g）
きゅうり ……… 1本（100g）

たまねぎ… 1/3個（45g）　ハム ……3枚（45g）
　�水切り塩ヨーグルト ………大さじ2（30g）
Ａ�マヨネーズ …………………大さじ2（24g）
　�塩・こしょう ………………………… 少々

【訂正とお詫び】
　9月号の本コーナーで「にいはるこ
ども園じゃがいも掘り」を紹介しました
が、4月に植えたじゃがいもの収穫体験
で、参加園児は36人が正しい内容でし
た。お詫びして訂正します。




